
 

株式会社 日本宝くじシステム 

 

Ⅰ 法人の概要（令和 3 年 4 月 1 日現在） 

1 所 在 地    東京都中央区京橋二丁目 5 番 7 号 日土地京橋ビル 

2 設 立 年 月 日    平成 4 年 5 月 1 日 

3 代 表 者    代表取締役社長  河野 栄 

4 資 本 金    134,000 千円 

5 北九州市の出資金    2,000 千円（出資の割合 1.5％） 

6 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  7 人 0 人 0 人  7 人 

 
常 勤  3 人 0 人 0 人  3 人 

非常勤  4 人 0 人 0 人  4 人 

職 員 27 人 0 人 0 人 27 人 

 

 

Ⅱ 令和２年度事業実績 

1 数字選択式宝くじ売上の概況 

数字選択式宝くじについては、全体で 4,193 億円の売上を確保することができた。 

また、「ジャンボ」などの“紙くじ”を含めた宝くじ全体の売上総額は約 8,160 億円となった。数

字選択式宝くじの占める割合は約 51％となり、初めて“紙くじ”の売上を上回った。 

商品別では、「ロト７」の売上が前年度比 19.5％の増、「ミニロト」の売上が前年度比 10.1％の増

となったほか、「ナンバーズ」、「ロト６」についても、前年度の売上を上回ったことで、全体では前

年度比 9.0％の増となった。 

 

    数字選択式宝くじ売上の推移                     （単位：百万円） 

 令和元年度 令和２年度 増減額 増減率 

ナンバーズ 82,622 85,201 2,579 3.1％ 

ミニロト 25,778 28,373 2,595 10.1％ 

ロト 6 149,325 156,142 6,817 4.6％ 

ロト 7 113,317 135,373 22,056 19.5％ 

ビンゴ５ 13,570 13,276 ▲294 ▲2.2％ 

着せかえクーちゃん ― 941 941 皆増 

合 計 384,612 419,307 34,694 9.0％ 

 



 

2 その他 

⑴  システムの運用、改善 

令和 2 年 4 月からインターネット専用くじ「着せかえクーちゃん」が発売開始され、支障なく稼

働している。 

 

⑵  販売網の状況 

発券端末機については、令和 3 年 3 月末時点で全国に 5,670 台設置しており、チャネル別の販売

シェアは 66.4％であった。 

また、金融機関ＡＴＭを活用した販売については、令和 3 年 3 月末時点で都市銀行及び地方銀行

の 28 行、8,512 ヶ所で取り扱っており、チャネル別の販売シェアは 7.2％であった（前年度に比べ

拠点数で 129 ヶ所の減）。 

なお、平成 28 年 1 月から本格販売に移行したインターネット販売におけるチャネル別シェアは、

前年度から 8.1％増加し、26.3％となった。 

さらに、令和 3 年 1 月から開始したコンビニエンスストアにおけるチャネル別の販売シェアは、

0.1％であった。 

 

⑶  第６期 JLS 計画 

昨年度末をもって第 5 期 JLS 事業計画が終了することから、令和 3 年度から 7 年度までの 5 年間

を計画期間とする第 6 期 JLS 事業計画を策定した。 

事業計画策定にあたり第 5 期 JLS 事業計画（平成 28 年度～令和 2 年度）の実施状況を総括し、そ

の結果を受けて第 6 期事業計画期間中に重点的に取り組む事業として、①システムの安定稼働、②

新商品の開発等、③宝くじの商品性の向上にかかわる調査・研究、④販売店支援策の検討の 4 つの

柱となる項目のもと、6 事業をあげている。 

 

⑷  その他 

無抽せん型インターネット専用くじについては、令和 4 年 3 月の発売を目指し、システム開発を

進めている。 

また、コンビニ販売及び「ビンゴ 5」の公式サイトでの販売を、予定通り令和 3 年 1 月のシステ

ム公開にあわせて開始した。 

その他、ファンサービスの向上等、数字選択式宝くじの一層の発展に向けて、現状分析や意向調

査など、引き続き調査研究を実施している。 

 

 



 

Ⅲ 令和２年度決算 

1 貸 借 対 照 表 

 令和 3 年 3 月 31 日現在 (単位：千円) 

資 産 の 部 負 債 の 部 

Ⅰ 流 動 資 産 
現 金 及 び 預 金 
貯 蔵 品 
前 払 保 険 料 
前 払 金 
前 払 費 用 
未 収 収 益 

流 動 資 産 合 計 
Ⅱ 固 定 資 産 
1 有形固定資産 

器 具 及 び 備 品 
有 形 固 定 資 産 合 計 

2 無形固定資産 
電 話 加 入 権 
商 標 権 

無 形 固 定 資 産 合 計 
3 投資その他の資産 

敷 金 
繰 延 税 金 資 産 

投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 
 固 定 資 産 合 計 

 
19,423 

522 
13 

422,277 
316 

301,142 
743,693 

 
 

89 
89 

 
1,328 
19,997 
21,325 

 
53,445 
23,031 
76,476 
97,890 

Ⅰ 流 動 負 債 
預 り 金 
未 払 法 人 税 等 
未 払 消 費 税 
未 払 費 用 

流 動 負 債 合 計 
Ⅱ 固 定 負 債 

固 定 負 債 合 計 

 
4,119 

710 
43,407 

573,952 
622,188 

 
0 

負 債 合 計 622,188 
純 資 産 の 部 

Ⅰ 株 主 資 本 
資 本 金 
資 本 剰 余 金 
利 益 剰 余 金 

任 意 積 立 金 
繰 越 利 益 剰 余 金 

（うち当期利益 246） 

 
134,000 

0 
85,395 
80,000 
5,395 

 

純 資 産 合 計 219,395 

  

資 産 合 計 841,583 負債・純資産合計 841,583 

 

2 損 益 計 算 書  

 自 令和 2 年 4 月  1 日 

 至 令和 3 年 3 月 31 日(単位：千円) 

Ⅰ 営業収益 
シ ス テ ム 運 用 収 入 
端 末 使 用 料 収 入 

営 業 収 益 計 
Ⅱ 営業費用 

役 員 給 与 
給 与 手 当 
給 与 負 担 費 
通 勤 手 当 
退 職 金 
法 定 福 利 費 
福 利 厚 生 費 
人 材 派 遣 費 
研 修 費 
旅 費 交 通 費 
交 際 費 
会 議 費 
新 聞 図 書 費 
水 道 光 熱 費 
諸 会 費 
不 動 産 賃 借 料 
賃 借 料 
保 険 料 
租 税 公 課 
消 耗 品 費 

 
5,259,200 
1,364,227 
6,623,427 

 
50,381 

203,381 
58,271 
5,683 
19,703 
38,378 
4,365 
34,708 

359 
2,596 

14 
904 

3,039 
55,554 

482 
415,028 

1,677,727 
467 

18,130 
24,477 

シ ス テ ム 事 務 委 託 費 
通 信 費 
機 械 保 守 費 
業 務 委 託 費 
広 告 宣 伝 費 
顧 問 料 等 
雑 費 
減 価 償 却 費 

営 業 費 用 計 
営 業 利 益 

1,593,411 
1,367,311 

429,582 
603,348 

101 
12,159 

420 
2,421 

6,622,400 
1,027 

Ⅲ 営業外収益 
受 取 利 息 
雑 収 入 

営 業 外 収 益 計 
Ⅳ 営業外費用 

雑 損 失 
営 業 外 費 用 計 

 
4 

413 
417 

 
60 
60 

経 常 利 益 1,384 

税 引 前 当 期 純 利 益 1,384 

法 人 税 等 710 

法 人 税 等 調 整 額 428 

当 期 純 利 益 246 

 



 

 

Ⅳ 役 員 名 簿 

令和 3 年 6 月 30 日現在 

役 職 名 氏    名 備     考 

代 表 取 締 役 社 長 河 野  栄  

代 表 取 締 役 専 務 佐々木 克 樹  

 代表取締役常務 関  雅 広  

取締役（非常勤）  井 口 拓 也 川崎市財政局財政部長 

取締役（非常勤）  戸 梶 晃 輔 兵庫県企画県民部長 

監査役（非常勤） 小 原 一 徳 神戸市行財政局長 

監査役（非常勤） 奥 田 隆 則 福岡県総務部長 

 


